
冬
の
言
葉 

校
長 

盛
永 

裕
一 

 

令
和
五
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え

に
な
っ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
が
ん
ば
る
子
供

た
ち
の
た
め
に
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
言
い
ま
す
。
一
月
一
日
を
「
元
日
」

ま
た
は
「
元
旦
」
と
言
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
正
確
に
言
え
ば
、
元
旦

は
元
日
の
朝
の
こ
と
。
皆
様
は
ど
ん
な
元
旦
を
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ

う
か
。
私
は
少
し
早
起
き
を
し
て
、
近
く
の
公
園
を
歩
い
て
み
ま
し

た
。
寒
い
朝
で
し
た
が
、
走
っ
て
い
る
人
、
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
人
、

私
と
同
じ
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
散
歩
を
し
て
い
る
人
。
そ
こ
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
元
旦
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

先
日
、
あ
る
き
っ
か
け
で
冬
の
言
葉
を
調
べ 

て
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

○
冬
ざ
れ 

冬
の
荒
れ
さ
び
た
姿
を
「
冬
ざ
れ
」
と
言
い
ま
す
。
枯
野
の
空
は

ど
ん
よ
り
と
曇
り
、
見
渡
す
限
り
の
霜
枯
れ
の
野
。
春
の
「
花
野
」

と
は
対
照
的
で
す
。
英
語
で
は
枯
れ
る
こ
と
を
「d

ie

」
と
言
い
ま
す

が
、
枯
れ
は
死
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が
日
本
人
の
よ
う
で
す
。 

○
し
ば
れ 

身
を
刺
す
よ
う
な
痛
く
厳
し
い
寒
さ
で
凍
え
る
こ
と
を
、「
凍
れ
る

（
し
ば
れ
る
）」
と
言
い
ま
す
。「
冷
た
い
」
の
語
源
は
「
爪
が
痛
い
」。

昔
は
爪
と
い
う
と
指
先
全
体
を
示
し
て
い
ま
し
た
。 

○
り
ん
り
ん 

き
り
っ
と
身
が
引
き
締
ま
る
よ
う
な
寒
さ
を
表
す
言
葉
に
「
凛
凛

（
り
ん
り
ん
）」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
言
葉
に
は
、
凛
々
し
い
、

勇
ま
し
く
お
そ
れ
つ
つ
し
む
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。 

○
春
隣 

春
は
待
ち
焦
が
れ
る
季
節
。
春
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、「
春
と
成
り
」
に
か
け
た
言
葉
で
す
。 

（
参
照 

「
言
葉
の
風
景
」SE

IS
E
IS

H
A

） 

 

人
生
に
は
辛
く
苦
し
い
時
も
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
に
は
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。「
冬
ざ
れ
」
が
あ
る
か
ら
、
背
筋
を
伸
ば
す
「
凛
と
し
た
」
い
で

た
ち
が
で
き
ま
す
。「
し
ば
れ
」
が
あ
る
か
ら
、「
春
隣
」
の
心
情
が
生

ま
れ
、
春
の
温
か
さ
が
身
に
染
み
る
の
で
す
。 

春
が
待
ち
遠
し
い
季
節
で
す
。
今
こ
の
時
に
、
春
へ
の
準
備
を
し
っ

か
り
と
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
冬
は
冬
と
し
て
楽
し
み
た
い
も

の
で
す
。
四
季
の
あ
る
国
に
住
む
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
特
権
で
す
。 

   

 

 

 

        

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.１１ 

東京女学館小学 校 

令 和 5 年 １月 １７日 

4年生                           

高学年に仲間入りする年。一人ひとり「なり

たい高学年像」をイメージし、４年生としての

まとめをしていきます。 

相手の気持ちを考え、思いやりをもって友達

に接する人間力。何事にも粘り強く取り組もう

とする精神力。学習量と自己の力、生活リズム

を考えて、学習を計画的に進めようとする企画

力。４年間で培い育ててきた力を大切に、さら

なる磨きをかけていって欲しいと願っていま

す。残り３か月、生活・学習ともに５・６年生

の土台となる力の定着が図れるよう、私たちも

全力で応援していきます。 

 

○う  れしさ 楽しさ いっぱいの 生活 

○さ  いどの確認 丁ねいな 学習 

○ぎ  あを入れて さあ 上級生だ！！ 

 

6年生                          

 

昨年は色々なことに「トラい」した１年。 

そして今年はうさぎのようにピョンっととんで目標を

1 歩より 2 歩先へたどりつけるように成長できるとい

いですね！ 

 

 

  

          卒業に向けて 

        有終の美を飾れるよう 

        みんなで力を合わせて 

        3学期の47日間を 

        有意義に過ごして 

いきましょう！ 

 

 

 

 

2年生                        

 

新年最初の登校日。朝の教室では、Ａ組Ｂ組どちらも

子どもたちの輝く笑顔とやる気エネルギーがみなぎって

いました。始業式に向かう子どもたちの表情はこれまで

の“元気いっぱいの笑顔”から“３年生に向けてスタート

します！”と凛とした表情に一変していました。入学時から

大切にしている「よい子のめあて」を実践し、『２階の素

敵なお姉さん』へと成長できるよう、このエネルギーをし

っかり受けとめてサポートしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年の抱負 

1年生                   

 

うかんでくるよ みなさんの 

さくらのころの あどけなさ いまでは 

ぎゅっぎゅっと たくさんの実が そだってる 

 

好奇心旺盛、想像力豊かな 1 年生。初めてのこ

とにも前向きに楽しんで挑戦するみなさんの目

は、キラキラ輝いていて、とても素敵です。3学

期は、2年生のお姉様方から学んだことを思い出

して、かわいい 1 年生のやさしいお姉様になれ

るように準備をしていきましょう。 

 

5年生                       

朗らかに・素直に・柔らかく… 

5年生はそんな子どもたちです。 

その愛すべき個性と可能性を壊さぬように、最

大限に伸ばせるように、子どもたちと向き合い見

守って参ります。 

 

3学期の大きなミッションは2つです。6年

生から精一杯、伝統を引き継ぎ、卒業の門出を

心からお祝いすること。1年生を心から大切に

思い、迎える準備をすること。きっと、一人ひ

とりが自ら活躍のチャンスを見つけて輝いてく  

れることと信じています。 

 

 

 

 

 

3年生                         

３年生が選ぶ３学期の抱負ベストファイブ＋おまけ 

＜A組＞ 

①背を伸ばす。 

②足を速くする。 

③ドッジボール大会で６年生に勝つ。 

④検定に合格する。④目標の人を超える。 

⑤速いボールを投げる。 

※その他：体力をつける・苦手をなくす・好きなことの研

究をする・大会で優勝するなどでした。 

＜Ｂ組＞ 

①目標の人を超える（将棋やその他のことで勝利する） 

②検定に合格する・大会などで優勝する 

③授業の実技種目の目標達成 

④整理整頓・忘れ物をなくす 

⑤習い事などの上達 

※その他：点数アップ・考えて行動・人のためになる・強

い心で優しい人になる・明るく笑顔などでした。 

一人ひとりが目標達成にむけて活動できるよう応援します！ 

 



 

 

 

 

 

                   副校長  金木 京子  

「いつも明るく元気な子」 

東京女学館のよい子のめあてにありますが、まさに

このめあての大切さを実感することがありました。 

 冬休み中に体調を崩したお子様についてお母様と

お話している時、「せっかくのお休みに大変でした

ね。」とお声をかけると、「いえ、大好きな学校に行け

ないのは嫌だと泣いていたのですが、冬休み中に治せ

ば学校を休まなくてよいのだと分かり、ほっとしてい

ました。」とおっしゃってくださいました。そして3学

期、明るい笑顔で元気に登校する姿を見て、私は心か

ら嬉しくなりました。 

学校が子どもたちの心も体も元気でいられる場所、

行きたいと思われる魅力的な場所でいられるように、

私たち教職員はこれからも努力を続けていきたいと

思います。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆できていますか？乗り物のマナー 

①乗り物を待つときは、横入りせず順番に並びましょう。 

②すすんで席をゆずりましょう。 

③乗り物の中ではしゃべりません。 

④行儀良く前を向いて座り、立つときはしっかりつかまりましょう。 

⑤出口で立ち止まらずに降りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           養護教諭   

あっという間に年が明け、新年が始まって早２週間が過

ぎようとしています。充実した冬休みを過ごせましたか？

今年の冬は新型コロナウイルスとインフルエンザの両方

が流行しているそうです。より一層、この冬は感染対策に

気を付けて過ごしましょうね。 

私はこの冬休み、アップルパイ作りにチャレンジしまし

た。最初に作ったとき、パイ生地を均等に伸ばすのが難し

く、かなり苦戦しました。りんごの量も足りておらず、み

すぼらしいアップルパイとなってしまいました。なので、

再チャレンジしました。１回目に作ったときの反省点を生

かして、パイ生地をなるべく均等に伸ばして丁寧にお皿に

貼り付け、りんごを多めにして煮詰めすぎないようにしま

した。焼いてみると、１回目よりはおいしく美しく仕上が

りました。さらにおいしく作れるように、また反省点を生

かしてつくってみようと思います。最初からうまくいく人

はだれもいません。重要なのは失敗したあとです。試行錯

誤して根気強く取り組むことです。ぜひみなさんも新しい

ことに挑戦する一年にしてください。 

 

                         栄養士   

「豊かな食生活」とは、どのようなものでしょう。 

バランスよく食べられる力をつける事、色々なもの 

を美味しいと思って食べられる事、感謝の気持ちを忘

れずに食事をいただける事、色々あると思いますが、

児童のみなさんが、どのような形でも、少しずつでも、

より「豊かな食生活」を目指して、心身ともに健やか

に成長してもらいたいと願っています。 

学校生活の中の「給食」は、成長期のみなさんにと

って大切な食事です。その重責を胸に刻んで、先生方

と協力して、給食室一同、安心・安全・美味しい給食

を作ります。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

１月の生活目標       学校の行き帰りに気をつける      

 

二

月

の

行

事

予

定 

 

 ☆交通事故防止や身を守る７つのポイントについてご確認ください 

・横断歩道を青信号でわたっていても、車にぶつかりそうになるケー

スがあります。運転する人と目を合わせる（アイコンタクト）など

交通事故から身を守るために、通学路の安全についてご家庭でも話

し合ってください。 

・また人目につかない道などないか確かめ、身を守るための７つのポ

イントをおさらいしましょう。（児童手帳の最後のページ） 

 

3日 （金）節分・クラブ活動 

6日 （月）展覧会特別時間割～17日（金）まで 

7日 （火）第二回新1年保護者会14時30分～ 

9日 （木）私学半日研修会（3時間授業）・軽食 

中学合格者説明会（6年生保護者） 

10日（金）漢字検定 

11日（土）建国記念の日 

  新中1制服採寸・物品販売（6年生親子） 

13日（月）振替休業日（展覧会） 

17日（金）展覧会準備（お弁当給食） 

 

18日（土）展覧会 

19日（日）展覧会 

20日（月）振替休業日 

21日（火）後片付け（ 1～5年は3校時より登校） 

           6年卒業式練習（第一回） 

23日（木）天皇誕生日 

24日（金）体操朝会・6年生保護者会・クラブ活動 

25日（土）3校対抗親善試合（午後）【会場校（東京女学館小学校）】 

27日（月）6年卒業式練習（講堂）・6年中学算数授業③（15時30分～） 

28日（火）体操朝会・各委員会（3月分） 

 

 

12月 ２１日 

東京女学館小学校ホームページ https://tjk.jp/p/ 

サッカークラブ 交流試合 12月17日(土) 

 

６年生になって初めての交流試合 

６年A組 児童 

天気予報では傘マークもありましたが、私は初めて交流

試合をすることができました。今回は勝ち負けに関係なく

試合を楽しみました。初めての本格的な試合なので、いつ

もは決めていないポジションを決めました。 

相手は田園調布雙葉小学校で、女学館の校庭で行いまし

た。４試合中の２試合に出ました。その中で攻める前のポ

ジションをさせてもらった時はすごく緊張しました。でも

守りの後ろのメンバーが支えてくれたので１点を入れて無

事に試合を終えることができました。 

今日の試合が最後かもしれませんが、サッカークラブの

最高の思い出になりました。 

 

3学期 始業式  令和5年1月10日(火) 

 

 北風の吹く冷たい朝となった1月10日、3学期の始業式を記念講

堂で行いました。子どもたちは、心なしか背中を丸めて入場し、全校

児童が一堂に会しました。令和2年の2月、学芸会以来、1～3年生

にとっては初めてのことです。一つ置きに着席するために、4年生と

3年B組の児童は、2階席を利用しました。こちらも初めてのことで

したが、開式とともに緊張感が漂い、皆、校長先生のお話を熱心に伺

うことができていました。式の最後には、校歌を歌うやさしい子ども

たちの声で、講堂全体は温かい空間となり感慨も一入(ひとしお)。東

京女学館小学校の全員で、共にぴょんぴょん飛躍の年のよいスター

トを切ることができました。     小学校教頭 下田 栄子🐰 

 

 

https://tjk.jp/p

